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JAVCOM 会員の皆様、新年あけましておめでとうございます。

旧年中は、会員の皆様方の積極的な活動により充実した内容

のセミナーや勉強会を多数開催する事が出来ました事を感謝申

し上げます。

本年もJAVCOM の活動により一層の御協力をお願い申し上

げます。

JAVCOM の発足は、映像収録手法がフイルム撮影からビデオ

撮影への転換期となった1980 年当初、ＣＭ撮影と言えば35mm

フィルムカメラが一般的でしたが１インチ撮像管を採用した３

管式テレビカメラとＡＭＰＥＸ社の２インチビデオテープを使

用したポータブルＶＴＲを使用した制作手法で制作した小学館

の雑誌「ピカピカの１年生」のＣＭが一斉風靡しました。

フイルム撮影全盛の時代にビデオ撮影によるライブ感を積極

的に推進したメンバーが中心となって映像関連産業に関する調

査や研究そして情報収集など目的としJAVCOM が発足しまし

た。

その後、金丸前理事長や相原前常任幹事長を始めとする皆様

方の御尽力で2004 年に東京都生活文化局傘下のＮＰＯ法人と

して新たなスタートを切って映像情報産業に関する調査・研究・

セミナーの開催、人材育成、情報の収集、映像情報産業の発展を

促し、わが国の文化向上に寄与することを目的として活動分野

としては、社会教育・学術・文化・芸術・スポーツ・情報科学・科

学技術の振興等を中心に活動し現在に至っております。

昨年、11 月には、幕張メッセで開催されましたInterBEE2019

には、JAVCOM として3 回目となるブース出展を行いました。

今回は、東放学園の学生の皆様方にJAVCOM ブースに集合して

頂きJAVCOM メンバーが主要ブースの引率などを行いました。

今年度は、産学共同での見学会などさらに進めて行く所存で

す。

さて2020 年は、56 年ぶりの日本開催となります東京オリン

ピック・パラリンピック開催の年となります。JAVCOM セミ

ナーに於いてもオリンピックイヤーに相応しいテーマのセミ

ナーも企画したいと考えておりますので会員の皆様本年も何卒

宜しくお願い申し上げます。

NPO 法人日本ビデオコミュニケーション協会

 理事長  大 竹  和 夫

理事長　大 竹 和 夫
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開催日： 令和元年10 月29 日（火） 16：00 ～ 

場　所： ㈱ダイナモピクチャーズ

　　　　東京都千代田区神田淡路町２－21

         　淡路町MH ビル

参加者： 10 名（懇親会：８名） 

講　師 : 株式会社ダイナモピクチャーズ　布川 茂明様 

　10月 29日、ソフト制作研究員会の主催により『モーショ

ンキャプチャースタジオ見学会』を開催しました。

　『モーションキャプチャー』についてはご存知の方も多い

とは思いますが改めておさらい。

　モーションキャプチャーとは、3 次元グラフィックスに

おける開発手法のひとつで、人間などの動きを測定してコ

ンピューターに取り込む技法のことです。昔、CG のキャラ

クターに動きを付ける場合は人間がポージングを数コマ単

位で付けて動きを再現することで膨大な時間がかかりまし

たがモーションキャプチャー技術の発達により、モーショ

ンキャプチャーで取得した人のデーターを動きの通りに動

かす事で作業時間を短縮、さらによりリアルな動きを表現

できるようになりました。

　モーションキャプチャーのシステムには光学式、磁気式、

機械式などいくつかの種類が存在しますがダイナモピク

チャーズでは現在主流の光学式が採用されています。

　光学式は、複数のカメラと反射マーカー（小さな丸い球）

をトラッカーとして用い、撮影および計測空間周囲にカメ

ラを設置して利用します。このため比較的広い範囲が必要

となります。

　ダイナモピクチャーズは1995 年４月に日本で初めて

のオープンなモーションキャプチャースタジオを開設。収

録エリアは約 40 ㎡、高さが 3.2 ｍある大きなスタジオに

Vicon 社製のカメラが 30 台設置されていて最大7 人のア

クターを同時に撮影が可能。スタジオの壁一面には 200 イ

ンチのスクリーンが設置されています。

　今回はデモンストレーションなのでスタッフの方がアク

ターとなり体にトラッカーを付けて色々な動きを見せて

くれましたが通常は、モーションキャプチャー専用のアク

ターがその時の用途に合わせて動きキャプチャーする事に

なります。格闘ゲームの戦うシーンと 3D の萌え系キャラ

クターのダンスシーンでは全く違う動きが必要なためそ

の動きに特化したアクターにお願いするそうです。人の動

きだけでなく持っていいる物、例えば戦闘シーンであれば

キャラクターが装備している武器などのナイフや、拳銃、刀

などにもトラッカーを付ける事で戦闘シーンの動きをよ

りリアルに再現する事が可能になるそうです。今回は動き

〜ソフト制作研究委員会　2019 年 10 月勉強会〜

「 モ ー シ ョ ン キ ャ プ チ ャ ー ス タ ジ オ 見 学 会 」
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をキャプチャーしながら 200 インチのスクリーンにほぼ

リアルタイムでコンピューターに取り込んで骨組みだけの

CG キャラクターで動きを確認することもできました。

　モニターで動きがすぐに確認出来ることは非常に便利

で、アクターは全身タイツの上に丸い小さな球のマーカー

を付けた状態なので動きが取れているのかわかりずらい

ことからこのシステムは非常に効率の良い方法だと思い

ます。今回は見る事はできませんでしたが他にもキャラク

ターの表情をアニメーション化する『フェイシャルキャプ

チャー』。カメラにトラッカーを付けてゲームシーンや映画

のシネマテークトレーラーなどの利用もあると話していま

した。

 キャプチャーの依頼で多いのはやはりゲームが多いと

の事でCG の世界で、よりリアルな動きがを再現するため

に使われるそうです。その時CG の世界で階段上での戦闘

シーンなどを再現する場合は階段のセットを作るそうです

が通常のセットの作り方とは違いトラッカーが隠れないよ

うに骨組みだけのセット、もしくは透明な板でセットを作

るそうです。

　今回の勉強会で一番驚いた事は日本にもモーションキャ

プチャー専門のアクターが存在する事です。ハリウッド映

画では専門アクターがいる事は知っていましたが日本国内

でも専門アクターが存在するほど需要がある事を今回の勉

強会まで知りませんでした。

　今後さらにCG の進化、コンピューターの性能が上がる事

などで萌え系キャラだけではなくよりリアルな人間の動き

がリアルタイムで再現される時代が来る事を感じました。

㈱ダイナモピクチャーズ http://dynapix.jp/

　（文責：㈱デジタル・ガーデン 村松 武）

■ 会 社 概 要 ■
バラエティとドキュメンタリーを中心に、月約50 本の番組制作
に関わっている。ポストプロダクション設立は1987 年なので今
年で創業32 年目でポストプロダクションとしては老舗です。私
達は、バラエティを中心としたテレビ番組の映像編集やMA( マ
ルチオーディオ) に関する業務等を手がけているポストプロダク
ションです。創業以来、数多くのゴールデンタイム番組や高視聴
率番組、長寿番組の制作に関わっています。今後は、Web 動画な
どテレビ以外のメディアや、3D テレビなどの新しい技術に対し
ても、これまで培ってきた技術やノウハウを活かすべく可能性を
模索していきます。
お客様との一体になってハイクオリティな映像世界を創造いた
します。
リニア編集室20 部屋、ノンリニア編集室 6 部屋、MA 室11 部
屋完備しておりテレビ番組に特化したポストプロダクションと
しては業界最大手の規模を誇っています。特長は、高度なノウハ
ウと設備。ハイビジョン対応を始めとした最新設備と経験豊富な
スタッフを多数揃え、『高画質･ 高音質』の作業をスピーディーに
行い、さらに番組を面白くする提案により、お客さまのニーズに
柔軟にお応えしています。

■ スタジオのご案内■
三田、赤坂、汐留の3 スタジオによるスムーズなワークフローの
実現。当社では三田、汐留、赤坂の3 つのスタジオを持ち、それぞ
れをネットワークでつなぐことで、迅速かつスムーズは作業空間
を提供しています。

編集室：全 26 部屋
リニア編集室：20 部屋 
　三田スタジオ14 部屋 

汐留スタジオ 2 部屋 
   赤坂スタジオ 4 部屋
ノンリニア編集室：6 部屋
　三田スタジオ 4 部屋
　赤坂スタジオ 2 部屋
MA 室：全11 部屋
　三田スタジオ 8 部屋
　汐留スタジオ 1 部屋
　赤坂スタジオ 2 部屋
＊以上2019 年12 月現在です、システム並びに各拠点の連携を

ノンリニア化の推進と共に更新進捗中です。

（文責：麻布プラザ株式会社
　取締役副会長 田村　進）

麻 布 プ ラ ザ 株 式 会 社会 員 社 紹 介
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International Broadcast Equipment Exhibition 2019
第 55 回  InterBEE 2019 に出展

　歴史と実績に裏づけされた、日本随一の音と映像と

通信のプロフェッショナル展として、コンテンツビジ

ネスにかかわる最新のイノベーションが国内外から一

堂に会する国際展示会であり、本年で 55 回目の開催

となった InterBEE2019（主催：一般社団法人電子

情報技術産業協会（JEITA：会長 遠藤 信博／日本電気株式会

社 取締役会長）が 11 月13 日( 水) から15 日( 金) の３日間、

幕張メッセの１〜８ホールと隣接する国際会議場などで開催

した。

　本年は「新たなメディアの可能性を世界に伝えよう」をス

ローガンに掲げて開催され、最新の映像・放送・通信・音響・

照明・メディアビジネスのイノベーションが一堂に会するメ

ディア総合イベントとして開催。出展者数は過去最多となる

1,158 社/ 団体（2018 年＝1,152 社/ 団体）、出展小間数

2,125 小間（2018 年＝2,054 小間）で、幕張メッセ国際

展示場ホール1 からホール 8 までの全館 54,000 ㎡およ

びイベントホールを使用。会場内の各所に設けられたオープ

ン ス テ ー ジ で は、INTER BEE CONNECTED、INTER BEE 

IGNITION、INTER BEE CREATIVE など、人気の特別企画が

開催された。

　また、スポーツをテーマにした新たな特別企画である

INTER BEE SPORT や5G、IP PAVILION など、最新のトレ

ンドを取り上げたコーナーも開設し、新しいメディアの可能性

を感じさせた。

　INTER BEE CREATIVEのコーナーとして定着したMEET 

UP では、登壇者も含めたクリエイター同士の交流の場、情報

交換の場としての催しやVR 体験コーナー、製品体験コーナー

などのエリアも多くの来場者で賑わった。

　INTER BEE EXPERIENCE では、イベントホールにおけ

るSR スピーカー15 社の製品によるデモX-Speaker や、プ

ロオーディオのエリアでのプロ用ヘッドフォン、マイクロフォ

ンの体験コーナーであるX-Headphone、X-Microphone が

開催され、実機での体験を通じて来場者が比較できる機会を提

供した。

　2 回目となるDCEXPO も連日多くの来場者でにぎわい、

XR やVTuber をはじめ、新しいメディアアート、メディア・デ

ザインの提案が注目を集めていた。

　なお、当会の会員社の InterBEE2019 への出展社数は20

社で、本年も当会自らも 2 ホールにてブース展示を行い、ブー

ス内にて、当会の歴史などをまとめたブローシャの配布や昨今

の見学会や勉強会などのポスター展示などを行い、当会会員の

相互の親睦と交流の場となると同時に新たな会員の募集に努

めた。
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JAVCOM 会員社 Inter BEE 2019 出展概要　(五十音順)

◆ ア ス ク ◆

同 社 で は、㈱ デ ィ ス ト ー ム、InterBEE IP 
Pavilion、ソニー・ブース内セミナーゾーン、
NDI® パートナーブースにて、各社とのコラボ
レーションによる出展を行なった。
○ NewTek VMC1 システム
NewTek VMC1 システムは、今日のライブ・コ
ンテンツ制作現場を、品質面、創造性、柔軟性、
そして成果の観点において、新しいレベルへ引
き上げます。ライブ・プロダクション テクノロ
ジー業界を長年に亘って牽引するNewTek 社
によって開発されたNewTek VMC1 システ
ムは、ライブ・コンテンツ制作現場のワークフ
ロー上で必要とされるすべてのシステム、デバ
イス、ソフトウェアベースの様々なツール、A/
V 入出力ソースを統合し、これまでにないシン
プルな機器構成とオペレーションでビデオミ
キシング、合成、配信を提供します。
頭の中で思い描いたコンテンツ、創造力、ストー
リーは、”テクノロジー”ではなく、作り手の想
像力と創意工夫で生み出されます。NewTek 
VMC1 システムは、制作側に対して、放送、演出、
プレゼン、イベントといった様々なジャンルの映
像制作における潜在力を高め、さらには、収益を
生み出すコンテンツや投機的なプロダクション
事業に対しても支援します。
＜主な特長＞
・ 最大 64 チャンネルソースの拡張性、マルチ

ソースのライブ・ビデオミキシング。各ソー
スは、キーとフィルをサポート、また、外部入
力ソースを最大44 チャンネルまで同時ス
イッチング

・ 47 種類のマルチフォーマットビデオ出力サ
ポートによる柔軟、且つ、SDI またはIP 経由
にて同時に4 出力まで出力/ 配信可能

・ 8 系統のM/E バスとPREVIZ コンフィギュ
レーションとプレビューバスを搭載した、強
力なマルチバスミックスエフェクト、ゼロ遅
延のリエントリをサポート

・ ライブ用途として柔軟性を持ったメディア再
生( ディスクレコーダー) 機能と、様々な種類
のファイルフォーマットをサポートする合計
75のリアルタイムマルチメディアプレーヤー

・ 専用モニタポート、設定可能なワークスペー
ス、カスタマイズ可能なウィンドウを備えた、

マルチビューワ機能(4 モニターまで）
・ 広範囲のオーディオ機能をサポートする、

16 個の外部オーディオミキサー入力、また、
4x8x8チャンネルから 4つのオーディオミッ
クス出力へのルーティング機能をサポート

・ NewTek 社が提供する革新的なネットワー
クデバイスインタフェース技術「NDI」をネイ
ティブに統合、遅延がほぼゼロのIP 上でのビデ
オ、オーディオ、およびデータ伝送をサポート

・ IP 経由で最大44 系統の入力ソースと35 系
統の出力信号をサポート。これら入出力ソー
スは、物理的なコネクション等を変更無しで
ソフトウェアによって個々のソースごとに設
定変更可能

・ ネットワーク上のどこからでも事実上無制
限のIP ソースにリアルタイムでアクセスし、
シームレスな相互入出力を可能

・ 何百ものメーカーおよびデベロッパーの製
品との統合、ASPEN およびSMPTE 2022
などの他のIP 規格との互換性をサポートす
るIP ベースのワークフロー

○SimplyLive ViBOX 8-SloMo

ViBOX 8-SloMo は、SimplyLive 社がこれまで
長年培ってきた業界での経験を最大限に活用し、
パワフルなViBox テクノロジーをベースに開発
したスローモーション・リプレイ システム。
ViBox 8-SloMo は、さまざまなスポーツ中継な
どにおけるスローモーション・リプレイ・オペ
レーションには必要不可欠なコントローラの提
供はもちろんのこと、誰もが直感的なオペレー
ションを可能とするタッチスクリーンもサポー
トする。
SimplyLive が提供するコントローラは、ハイエ
ンドなスローモーション・システムを過去15 〜
20 年間に亘って使い慣れたオペレーターの手が
覚えている感覚をそのまま踏襲した設計になっ
ている。
SimplyLive は、システムの使い方の理解に要す
る時間を極力減らし、短時間で実際のオペレー
ションに打ち込めるようなシステムの提供を
テーマに日々開発を続けている。
＜主な特長＞
・ マルチカメラ・スローモーション・リプレイ・

ソリューション
・ 最大 6 台までのカメラ・レコーディングをサ

ポート ( オプション：スーパースローモーショ
ン）

・ 以下の機能を統合：リプレイ／スローモーショ
ン ( オプション：スーパースローモーション）

／ハイライト／グラフィックス・オーバーレイ
・ NDI プロトコルを介した外部グラフィックシ

ステムとのインターフェース
・ タッチスクリーンと専用コントローラの両方を

サポート
・ 最大 2 ユーザーオペレーションと 2 拠点リ

モートコントロール
○BirdDog P4K カメラ
BirdDog P4K カメラは、巨大な1 インチSony 
Exmor R 裏面照射型CMOS イメージセンサー
を搭載し、有効画素数1440 万ピクセルをサ
ポート。さらにその4K 解像度の美しい画像を
フル帯域 NDI で送出することができる。優れた
光感度を持つP4K は、テレビ放送、スポーツ、リ
モートスタジオ、ニュースルーム、礼拝所等、画像
品質が重要視される撮影現場に最適な製品。
NDI には、フルデータ帯域幅のNDI と、使用
するデータ帯域幅を絞ったNDI ｜HX の2 つ
のタイプが存在します。フル帯域 NDI は可変
ビットレートの I フレームのみのコーデック
であり、データ転送レートは1080p60 で最
大約140Mbps で、視覚的ロスレスの高画質
映像を提供します。一方帯域を絞った NDI ｜
HX は、long-GOP 方式の H.264 フォーマッ
トに圧縮されることで、データ転送レートは
1080p60 で約12Mbps です。P4K カメラ
は フルデータ帯域NDI を使用する。
P4Kは BirdDog Cloudと直接通信が可能で、
Cloud コアライセンスを搭載したコンピュー
ターを必要としません。P4K をネットワーク
に接続し、BirdDog Cloud コマンドウェブ
ユーザーインターフェースで設定をするだけ
で、世界中のどこからでもP4K のすべての機
能を制御できる。
P4K に使用されるロボット工学は、超緻密か
つ超敏感です。パンとチルトの末尾操作を緩
やかに調整してプロフェッショナルでドラマ
チックなショットを作成したり、カメラを素早
く操作して、動きの激しいスポーツアクション
に追従することも可能。
==========================

◆ 池 上 通 信 機 ◆

ますます運用が広がる4K/HD 番組制作に向
け て「HDR」「12G-SDI」「IP」に 対 す る 取 り
組 み を「ADVANCED BROADCAST EX-

P.6 へ続く▶
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PERIENCE」として、Ikegami の先進技術で実
現する新たなシステムソリューションを紹介。
ステージではシステムカメラと同じ2/3 型
4KCMOS センサを採用し、新たに開発した

「UHL-43」マルチパーパスカメラを展示。 ま
た、伝送コーナーでは4K/IP 伝送対応FPU 装
置「PF-900」を展示。新たにARIB B71 規格
にも対応しました。スイッチャコーナーでは好
評の「MuPS-5000」、4K スイッチャに加え
4K 対応大型ルータ「UHSM-220 × 220」
等を展示し、4K/2K を独立させた高品質なサ
イマルキャストソリューションを提案。モニタ
コーナーでは4K HDR 対応マルチフォーマッ
ト液晶マスタモニタ「HQLM-3125X 」を展
示した。 また、特別共同展示として本格的な広
域のネットワークを構築し、映像、音声、インカ
ム、監視を網羅した総合的な放送IP システム
の紹介を行なった。
また本年の Inter BEE では、特別共同展示「IP 
Remote Production Network」に て、昨 年
の共同展示を更に発展させ、ベンダー13 社と
ホール 1 からホール 7 を横断する本格的な広
域のネットワーク「IP Remote Production 
Network」を構築。映像、音声、インカム、監視を
網羅した総合的な「リモートプロダクション」、

「リソースシェア」の紹介を行なった。
◇ 4K/HD マルチパーパスカメラ「UHL-43」

「UHK-430/435」 システムカメラと同じ
2/3 型4K 8M Pixel CMOS 3 板 式 の 光 学
系を搭載した4K マルチパーパスカメラ。ワン
ピースタイプのコンパクト設計のため、パンチ
ルトシステムの他、情報カメラ用途に最適。ま
た、HDR に対応し、ネイティブ4K とHD（4K 
ダウンコンバート/4K カットアウト）出力を
切り替えて運用することができる。12G-SDI 
出力を標準装備、オプションで3G-SDI QUAD 
LINK にも対応する。各種のコントロールパネ
ルとの接続が可能。
◇ 4K/HD マルチフォーマットLCD マスタモ
ニタ「HQLM-3125X」
LED バックライトを搭載した新開発の 4K 
UHD31.1 型 (4096 × 2160）10bit IPS 
液晶パネルを採用し、輝度1000cd/m2、コン
トラスト比100 万:1 を実現した4K HDR 対
応マスタモニタ。
12G-SDI2 入出力、3G/HD-SDI 最大 5 入出
力に加え、HDMI（HDCP2.2）1 入力を標準

装 備。HDR はITU-R BT.2100 Hybrid Log-
Gamma、SMPTE ST.2084 PQ 及びLog に
対応している。HDR に対応したWFM (RGB/ 
YCbCr）表示およびVSC(Vector）表示が充実
している。ユーザー設定可能な3D-LUT によ
る色補正が可能、また長期安定を考慮したユニ
フォミティ補正機能を備えている。
==========================

◆伊藤忠ケーブルシステム◆

＊＊＊映像制作／放送関連機材部門＊＊＊
□4K/8K ファイルベースワークフロー
フィルムスキャナから始まり、インジェスト/
トランスコード/ エディット/QC/ ストレージ
/ アーカイブそして全体を管理する MAM の
各種取扱最新製品をフローで紹介。12 月から
サービスが始まる4K/HDR 関連のQC に注目
が集まった。
□システム周辺機器
IHSE KVM システム：信頼と実績の KVM シ
ステムを出展。従来製品群に加えて, 1 セット
のキーボードマウスで最大8 台の PC を操作
出来るU-Switch を展示。またファイルワーク
フローのシステムは全てIHSE 製品で延長し
ている。
Cobalt Digital SDR-HDR コンバータ：
OPEN Gear プラットフォームに対応した4K 
対応アップダウンクロスコンバータを出展。オ
プション機能で Technicolor 社のアルゴリ
ズムを使用し, SDR to HDR そしてHDRto 
SDR のコンバートを可能にした。その他PC 
モジュールも国内初登場した。
Apantac マ ル チ ビ ュ ー ワ ー：4K 対 応 の
HDMI 入力マルチビューワーを出展。マルチ
ビューワー機能に加え、KVM 機能を持ってお
り、複数のPC 画面をマルチビューで監視をし
ながら、必要に応じて任意のPC 操作も可能に
した。
□OTT 配信プラットフォーム
次世代OTT ワークフロー ： 入力から監視・マ
ネタイズ・ 配信ネットワークまで一連のイン
テグレーション例をワークフローに沿って紹
介した。
Bitmovin エンコーディング：オンプレミス・
クラウド両対応の高性能エンコーディングソ
リューションを、同社の特長である分散処理を
中心に紹介した。

視聴端末間のシンクロ再生/CDN 最適化：
・ Sync Live OTT： 低遅延かつ端末ごとの配

信映像のバラつきを完全に解消するユニーク
かつ実用的なソリューションを紹介。

・ Web RTC：配信ネットワーク（CDN）と
併用するP2P 配信技術。映像品質の向上と
CDN コスト低減が可能となる。

サーバーサイドダイナミック広告挿入：リニア
／ライブ配信においてテレビと同じ感覚で広
告を差し込むことができる、同時接続への耐性
の高いYOSPACE 社サーバーサイド広告挿入
サービスを紹介。
Haivision SRT： オープンソース化され、パケ
ロス時の再送要求プロトコルとして急速に普
及しているSRT の特長、採用事例をデモ映像
を交えながら紹介。
□リモートプロダクション、SDI over IP/ 

4K/8K 伝送ソリューション
映像伝送分野では話題のリモートプロダク
ション、SDI over IP/4K/8K 伝送ソリュー
ションの紹介を行った。
□クラウド ＆ AI ソリューション
・【新製品】ICS が新たに展開するSaaS 型クラ

ウドサービス“eVERY ( エブリ)”の紹介。
   eVERY 上で動画素材の品質チェック、スト

レージ、アーカイブまでを実演した。
・スポーツのライブ映像制作を無人化。4 眼マ

ルチカメラとAI によるカメラワークで自動
撮影・編集を可能としたソリューションを紹
介した。

＊＊＊プロオーディオ 部門展示エリア＊＊＊
AMS Neve 社： DAW 一体型スモール・アナ
ログコンソール｢Genesys Black｣ を展示。
MORSON( ㈱モアソンジャパン)： BWF-J に
対応した音声編集・ポン出しアプリケーション
を展示した。
==========================

◆イノテック◆

イノテックでは、AWS（アマゾン・ウェブ・サー
ビス）と自社ブースの双方にて出展。 AWS
ブースでは、OTT サービスのend-to-end の
品質管理ソリューションを紹介。また、Interra
製 品 は、Amazon Elastic Compute Cloud

（Amazon EC2）を活用したデモを行なった。
①視聴体感品質との相関から見る BI 分析プ
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ラットフォーム（SaaS）
NPAW 社「YOUBORA Analytics」：視聴者
のエンドデバイスのプレイヤにシンプルなプ
ラグインを実装するだけで、動画配信サービス
全体のパフォーマンスをあらゆる指標で可視
化、複数のディメンジョンでフィルタリング抽
出し、積極的なユーザー管理や大規模障害発生
を回避するための先回り対策や動画配信サー
ビスの最適化が可能になる。オペレーション部
隊やコールセンターでの技術的な問題解決だ
けではなく、解約予測を含めたユーザー動向の
推移や広告のパフォーマンス管理もでき、経営
層やマーケティング視点からの迅速なビジネ
ス判断を手助けをする。
②配信中のコンテンツの品質エラーも検出可

能なQoS & QoE 監視ソリューション
Interra Systems 社「ORION」&「ORION 
OTT」：Live & VOD のリアルタイム監視プ
ラットフォームエンコーダバウンダリポイン
ト、Origin サーバ、CDN/Edge サーバ、エンド
デバイスでのABR コンテンツの整合性検査や
オーディオ/ ビデオ品質検査、サーバやネット
ワークのパフォーマンス監視が可能。

「ORION Central Manager（OCM）」で複数
監視ポイントの一元管理ができる。
Interra Systems 社「BATON」 ：フ ァ イ ル
ベースワークフロー向け次世代型QC プラッ
トフォームIBC2019 で発表された最新版の
v.7.6 のデモを行なった。検査タスクがピーク
を超えた時に、Amazon EC2 上で検査イン
スタンスを自動で起動できるオートスケーリ
ング機能にも対応。独自のAI とマシンラーニ
ング（ML）技術を駆使した現在絶賛開発中の
新製品の自動コンテンツ分類化ソフトウェア

「WINNOW」と音声と唇の動き（リップシン
ク）のズレを検出可能な「LipSync Tool」も
参考出展した。
③アクティブアーカイブに最適なS3-API 完

全互換のオブジェクトストレージ
Cloudian 社「HyperStore」：テープよりも
100倍早く、また従来のHDDベースストレー
ジ(NAS/SAN 等) よりも70％コスト削減可
能なCloudian 社のオブジェクトストレージ
(HyperStore) は世界中のメディア業界のア
クティブアーカイブ等で利用されている。
増え続ける映像データを必要な時に必要なだ
け無制限に容量拡張できるスケールアウト機
能は、小規模で始めながらもノードを追加する
だけでエクサバイト級にまでダウンタイムを
一切許容することなく拡張可能。
映像サービスの多様化に伴い、様々なS3 互換
のMAM/ 編集ソフトウェアやAI サービス/ ア
プリケーションとシームレスに連携すること
ができ、映像コンテンツのメタデータをリッチ
にすることでこれまでにない高速でインテリ

ジェントなコンテンツ検索が可能になる。 
------------------------------------------------

また、イノテック単独ブースでは、動画制作/
編集に最適なQNAP ストレージを紹介した。
○最先端ネットワークアタッチドストレージ

「QNAP turbo NAS」：データの大容量化が進
む映像制作現場などにおいてチームでのデー
タ共有、大容量データの保存、バックアップ、高
速転送等は非常に重要になっている。
QNAP 社 Turbo NAS シリーズではそれらを
専門知識のいらない簡単な設定とリーズナブ
ルな価格でおこなうことが可能。
高速大容量転送を実現するThunderboltTM2 や
10GB Ethernet 対応のモデルにSAMSUNG
高速 SSD 及び WesternDigital 高信頼 HDD
を搭載し、QNAP 社製10G Switch を通して
実際の転送速度等を紹介した。また、映像編集な
どにおいて外付けの可搬ドライブも含めた全て
10Gbps 接続環境でのワークフローの提案を
行なった。
出展製品：
QNAP NAS「TVS-872XT」：高 速 動 作 を
支 え るM.2 NvmeSSD 対 応、USB3.1G2、
Thunderbolt3、10Gb Ethernet 搭載オール
10Gbps のインターフェースで高速動作。
3.5HDD とNvmeSSD の組み合わせで高速
かつ大容量のNAS 環境を構築することがで
き、データのアーカイブ用、運用用、作業場所と
幅広い使用法が可能。
QNAP NAS「TVS-2472XU-RP」：幅 広 い
ビジネスIT 環境用にデザインされているTVS-
2472XU-RP はデュアルポートSFP+10G
イーサネットを標準搭載し、大量のファイルの
共有、高負荷バックアップ、仮想化アプリケー
ションに対応する。また、PCIe 拡張性により、
25GbE/40GbE 接続やSSD ストレージの取
り付け、グラフィックカードの取り付けが可能
になり、AI ワークフローやビデオトランスコー
ディング、ストレージ全体の高速化などをおこ
なうことが可能。また、4K HDMI 2.0 出力は、
モニターまたはTV 上に監視ビデオを表示する
ことも可能。 冗長化された電源を搭載してお
り、安定駆動する。
QSW-1208-8C：コストパフォーマンスの良
い12 ポートの10GbE アンマネージドスイッ
チ。SFP+4 ポートとSFP+ とRJ45 のコンボ
ポートを 8 ポート持ちQNAP NAS との組み
合わせでチーム単位での10G 化などを低コス
トでおこなうことが出来る。
==========================

◆共信コミュニケーションズ◆
「MISTIKA テクノロジー」「スケールアウト・
ス ト レ ー ジ 」「MAM/Transcode フ ァ イ ル
ベースワークフロー」「Avid ソリューション」

「AI 解析 コンテンツマネジメントシステム」

「高精細 4K LED ディスプレイ」など、次世代
の映像制作に欠かせない最新ソリューション
をトータルで紹介した。
□4K/8K オンラインフィニッシングシステム
　「Mistika」

― Beautifully Creative Technology ―
最も強力で柔軟性に富んだ、完璧なDI ポストプ
ロダクションシステム。Mistika はオンライン
編集、VFX、カラーグレーディング、ステレオス
コピック３D、デリバリーをひとつのシステム
におさめたトータルポストプロダクションシ
ステム。マルチレイヤー構造で、HD、2K、4K、
8K 編集作業をリアルタイムに行い、スピード
や正確性を発揮しながら、完璧な仕上がりを提
供する。
リアルタイムかつ柔軟で、直感的な操作性と即
応性に優れたユーザーインターフェースは、オ
ペレーションの精度を正確に表現でき、新たな
アーティスティックな表現を実現する。
□動画解析機能搭載コンテンツ管理システム
　「DaAlps アーカイブ/ プレイアウト」
―「AI」を利用したコンテンツ管理システム―
膨大なデジタルコンテンツを有効活用するた
めに、CMS「コンテンツ管理システム」は必要
不可欠なもの。しかしながら、いざ導入/ 運用
となるとインターフェースが分かり難い、メタ
データ不足で検索機能が十分に使えていない
…などの理由で、システム自体を充分に使いこ
なすことができない。
DaAlps は、さまざまなデータを登録、管理、

「AI」解析し、コンテンツをフル活用するプラッ
トフォームです。 シンプルに素早い操作で、ワ
ンコンテンツ・マルチユースを実現する。
□メディア変換プラットフォーム
　「Dalet AmberFin」
―高品質メディア変換の自動化で

生産性を飛躍的に向上させるソフト―
Dalet AmberFin はテープやファイルベース
の素材の取り込み、高品質な方式やフレーム
レート変換、またワークフローの中のどこのポ
イントからでも作業の状況が確認できるとい
う特徴を持ったソフトウェア。
□メディア・アセット・マネジメント
　「Dalet Galaxy five」
―世界標準のMAM

（メディア・アセット・マネージメント）―

P.8 へ続く▶
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世界中の放送局、番組制作会社などのメディ
ア系、また医療、科学分野、文書保存などの業
務系の分野で多く採用されているDalet 社の
MAM、Galaxy five は、今回さらにバージョ
ン・アップしてユーザーのワークフロー向上に
とって無くてはならない存在である。
□SAN/NAS 共有ストレージシステム
業界最速のストリーミング・ファイル・システ
ムであるStorNext を使用した大規模なSAN
の構築から、小中規模でのNAS の構築まで、
ご用途に合わせ、信頼性と拡張性を備えたスト
レージシステムをご提案しファイルベース映
像制作を支える。
□HD/4K ノンリニア編集システム
Avid Media Composer、GrassValley 
EDIUS、Adobe Premiere Pro、
Blackmagicdesign DaVinci Resolve 等、
業界で使われているあらゆるアプリケーショ
ンでのシステム構築が可能。
□4K/8K ハイエンド編集システム
高品質なオンライン編集、カラーコレクショ
ン、フィニッシング SGO Mistika、SAM Rio、
Blackmagicdesign DaVinci Resolve、
4K/8K、HDR、HFR といった次世代の映像制
作に欠かせないソリューションを、制作ワーク
フローのコーディネートから提供する。
□MA/DAW
ProTools などのDAW からオーディオミキ
サー・マイク・スピーカーなどの提案。
そのほか、HD/4K/8K カメラソリューショ
ン、アーカイブ、HD/4K/IP 対応スタジオシス
テム、QC( コンテンツ品質チェック)、大容量
ファイル転送システム、大容量・高速ファイル
送達ソフトなどの紹介をおこなった。
==========================

◆グラスバレー◆

60 周年を迎えたグラスバレー。Inter BEE 
2019 ではアプリケーションごとの展示を行
い、最新のワークフローを紹介。いま最も注目
されているリモートプロダクション、東京オリ
ンピックでの活躍も期待されるカメラを用い
た HDR 制作、さらに今や数少ない日本開発の
編集システムとなったEDIUS と Rio の最新
バージョンを展示した。

□Remote/At-Home Production

ライブ中継の現場と局内設備を IP で接続、現
場に持ち込む機材と人員を最小限にすること
で、ライブ制作の効率を大幅にアップ。End to 
End の IP ソリューションを展示するととも
に、海外のリモートプロダクション事例も多数
紹介した。
出 品 製 品 は、4K シ ス テ ム カ メ ラ「LDX 
86N with Direct IP+」、プ ロ ダ ク シ ョ ン ス
イ ッ チ ャ ー「Kula IP」、リ プ レ イ シ ス テ ム

「LiveTouch IP」、IP スイッチ「GV Fabric」、
IP SDI ゲートウェイ「IQUCP25」、IP マルチ
ビューワー「MV-820-IP」、統合型設定・管理・
監視システム「GV Orbit」、SDI/IP ルーター
コントロールシステム「GV Convergent」
□Media Workflow

いまや報道編集の定番となった EDIUS、カ
ラーグレーディングを含むポストプロダク
ションの最高峰Rio。共に日本で開発する両編
集システムの最新バージョンがリリース。
さらに、8K に対応する EDIUS の最高峰モデ
ルも紹介した。
出品製品：8K リアルタイム編集システム

「HDWS 8K Elite」ハイエンド編集／カラー
グレーディングシステム「Rio」。
□Creative Grading

東京オリンピック 2020 でも来日する多く
の放送局及びプロダクションが採用するネイ
ティブ 4K カメラ LDX86N シリーズ。今回
新発売となった Creative Grading パネルに
よる HDR シェーディングを紹介。また、エン
トリーモデルのFocus シリーズカメラの紹介
も行なった。
出品製品：4K システムカメラ「LDX 86N 
with Creative Grading パネル」 HHD カメ
ラ「Focus 70」

□Belden Connectivity
映像、音声、ネットワーク、様々な用途で最高の
品質を提供する接続ソリューションを紹介。
==========================
◆ソニービジネスソリューション◆

「ともに創る。ともに進む。 Live Your Vision」
をテーマに出展。
9月に発表したシステムカメ ラ や カ ム コ ー
ダーラインアップ、E マウントシネレンズな
ど、制作環境の更なる充実化を図りコンテンツ
の価値を高める商品群やワークフローを紹介。
また、4K HDR / HD SDR の同時制作を実現
する「SR Live for HDR」やIP ライブ伝送規
格に対応する「IP Live プロダクションシス
テム」、12G-SDI と多様化するライブ制作に
柔軟に対応するソニーのライブ制作ソリュー
ションを提案した。その他、クラウドベースの
ワイヤレス取材ソリューション「XDCAM 
air」、Media Backbone 報道ソリューション、
HDR 対応モニターラインアップ、スマホイン
カムサービス「Callsign」やAI を活用したソ
リューションなども展示。会期中、ソニーブー
ス内セミナーゾーンではさまざまなセミナー
を実施。さらに9.7m×5.4m、440 インチ相
当の8K×4K サイズのCrystal LED ディス
プレイシステムにおいて8K 120p コンテン
ツを含む多様な映像を上映した。
また、INTER BEE IP PAVILION にてIP 実機接
続デモ / リレーセミナーへの参加も行なった。
□4K ライブ映像制作
マルチフォーマットポータブルカメラ「HDC-
5500」とさまざまな性能を共通化し、大型レ
ンズの運用に最適なワンピース構造のスタジ
オ大型カメラ「HDC-5000」を世界初展示。

また、カメラの接続互換性に優れたフルラック
サイズのカメラコントロールユニット（CCU）

「HDCU-5000」やカメラヘッドで撮影した
映像・音声信号をCCU 内に記録することが
できるレコーディングオプション「HKCU-
REC55」も展示した。
IP Live プロダクションシステムコーナー

JAVCOM 会員社 Inter BEE 2019 出展概要　(五十音順)
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では、複数機器の統合的な管理および監視を
実 現 す る ソ リ ュ ー シ ョ ン「Live Element 
Orchestrator」を国内初展示を行なった。
□カムコーダーラインアップ
今 年9 月 に 発 表 し た、新 開 発 の6K フ ル サ
イズCMOS イメージセンサーを搭載した
XDCAM ™メモリーカムコーダー「FX9」や
フルサイズ対応の大口径広角ズームレンズ　
FE C 16-35mm T3.1 G「SELC1635G」

（E マウント）、そしてグローバルシャッター機
能を含む4K 2/3 型3 板式CMOS イメージ
センサーを搭載したXDCAM ショルダーカム
コーダー最上位機種「PXW-Z750」など、新
商品をはじめとした幅広いカムコーダーライ
ンアップを展示した。

==========================
◆テクノハウス◆

○主な展示品目と製品名
evertz SCORPION-4/メディアプロセッシン
グプラットフォーム
Omnitek Ultra 4K Tool Box/12G-SDI対応
のフィジカルレイヤーアナライザ(アイパター
ン・ジッター解析)/データアナライザ/ジェネ
レータ
IO industries Victoremシリーズ
AVIWEST PRO380/モバイルエンコーダー
SONIFEX AVN-DIOシリーズ/Dante®対応
オーディオインターフェース
○主力製品の特徴
映像制作/放送関連機 材 ブ ー ス で はevertz の
SCORPION-4 メディアプロセッシングプ
ラットフォームを展示した。1GbE/10 GbE
および25GbEイーサネッ トWAN ネ ッ ト
ワーク上でビデオ、オーディオ、およびデータ
サービスを同時に転送することが可能な、ス
タンドアロンのコンパクトなマルチサービ
ス信号変換、アグリゲーションゲートウェイ。 
SCORPION I/O ミニモジュールを使用するこ
とで、SCORPION-4 は非常に柔軟で、12G シ

ングルリンクSDI、イーサネット、MADI、AES、
HDMI、インターコム、シリアルデータを含む
様々な種類の信号に対応できる。
ま たOmnitek 社 のUltra 4K Tool Box は
12G- SDI 対応のフィジカルレイヤーアナ
ライザ( アイパターン・ジッター解析)/ デー
タアナライザ/ ジェネレータの機能を持った
製品の展示を行なった。12G-SDI、3G-Quad 
Link、HDMI(1080/60 p) の入力と12G、6G、
3G、HD、SD、HDMI、DisplayPort の 出 力 で
4K60P までのビデオ信号の監視が可能な製
品である。
プロオーディオブースではSONIFEX 社の
Dante® 対応オーディオインターフェース
AVN-DIO シリーズを展示。AVN-DIO シリー
ズはマルチチャンネルで構成されるDante®

オーディオネットワークに接続できる、2ch の
IO BOXであり、マイク、ライン、AESなど様々
なラインナップを持っているので、Dante® に
対応していなかったこれまでのアナログ製品
などを簡単に組み込むことができる。
==========================

◆東通産業◆

デジキャス(DIGIcas) 社ブースにて、「Audio 
& Visual システムインテグレーターと大型
LED ディスプレイUnilumin の取扱店」として
協賛出展。 Unilumin 社の110 インチ＆60 イ
ンチLED ディスプレイを中央に設置したブー
スにて、eSports をテーマにした展示内容で
あり、コナミ社の”ウイニングイレブン”の実演
を行った。
eSports の世界人口はすでに1.3 億人といわ
れテニスを超えるスポーツ人口となっている。
また、国内では全国高校選手権大会の開催や国
体種目となるなど注目度が上がってきており、
2022 年には市場規模100 億円と予測され
ている。
==========================

◆ニッキャビ◆
シンプルで低コストでありながら拡張性とデ
ザイン性に優れたコンソールデスク「space 
RAIL」に「ウォールマウントフレーム」と「モ
ニターアーム」を組み合わせた多面監視仕様と
してより再現性高く展示。
さらに新製品としてラック用排気ファンを最

大６機搭載し、回転数低下等の異常時にアラー
ム出力を可能とした「アラームファンユニッ
ト」および対応オプションとして各ファンの回
転数や電源、コネクターボックスの通電状態
を監視し、異常時にはLED ランプの点滅とブ
ザーによる発報を行い、どのファンまたはコネ
クターボックスによる異常なのかを一目で確
認することが出来る１U サイズの「アラーム
ファンモニター」が初出展となった。（写真下）

また、あらゆるシーンに対応可能なモジュー
ル式コンソールデスク「cyber RAIL」やマル
チモニターウォール「cyber WALL」、スタイ
リッシュでコンパクトな「cyber RACK」、
サイネージスタンドや様々なツールキャリ
アとしても使える「cyberSTAND」などの

「cyberseries」を中心にデザイン性を備えた
樹脂ケース「HPRC レジンケース」、そして従
来から映像・放送業界で採用されているブロー
ドキャスティングラック「NEO Rack シリー
ズ」や静音ラック「SRC シリーズ」などのラッ
ク製品に樹脂性ダクト「オープンダクト」や床
下配線の階層分けを可能とした「アンダーフ
ロアケーブルマネージャー」などのソリュー
ション関連を組み合わせて展示した。
==========================
◆日本デジタル･プロセシング･システムズ◆
DPSJ およびメーカー、販売代理店、パートナー
各社のブースにて、DPSJ 取扱製品を出品した。
□ Zixi
ビデオストリーミング QoS ソリューション： 
Zixi （ジクシー）は、完全な品質、低遅延、総合
的な信頼性、および最高のセキュリティ保護を
備え、標準的なインターネット接続で放送品質
の HD および UHD ビデオの配信と管理を可
能にする。
ZEN Master （ゼン・マスター）：Zixi 

P.10 へ続く▶
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Platform 全体を編成でき、Zixi Platform、デ
バイス、アプライアンスにおける大量の設定、
編成、および監視を一元管理することが可能。
□ indigitall [ NEW ]

『プッシュ通知』 広告などを提供、コミュニケー
ションプラットフォーム： モバイルや PC へ
有益な情報を顧客または潜在顧客に「プッシュ
通知」によって届ける新たなコミュニケーショ
ン（広告や提案など）手法を提供します。
THEOplayer：HTML 5 動画 プ レ イ ヤ ー：次
世代の Web 標準 HTML5 に対応した HLS /
MPEG-DASH 動画プレイヤー。 Flash、Silver-
light のブラウザ対応がなくなりつつある今、動
画サイトの HTML5 化が進んでいます。
HESP （High Efficiency Streaming Protocol）：
THEOplayer が一から開発した超低遅延スト
リーミング向けプロトコル。
□ YOUBORA Suite
オンラインビデオサービス向け、包括的ビデオ
分析 & ビジネスインテリジェンス・プラット
フォーム： YOUBORA Suite （ユーボラ・ス
イート）は、OTT や放送事業者、通信事業者、
メディア・サービスを支援します。プラット
フォーム全体のスマートな意思決定と行動を
サポート、パーソナライズされた魅力的なエク
スペリエンスを構築して成長を促進します。
□ Wowza
業界標準のストリーミングサーバー： HLS、
MPEG-DASH、SRT、WebRTC に対応した、
業界標準・最先端の配信サーバーソフトウェ
アを提供します。
Wowza Streaming Engine：永続ライセン
スを基本として、オンプレミスまたはクラウ
ド環境にデプロイ可能な配信サーバーソフト
ウェア。閉域網での利用も可能。
Wowza Streaming Cloud：スケーラブルな
配信サーバー環境を提供するライブストリー
ミング向けクラウドサービス。
Wowza ClearCaster：配信現場での問題を、
簡単、確実に解消し、安心且つ信頼できる自動
調整・モニタリング機能を搭載したアプライ
アンスエンコーダ。
□Magewell
Pro Convert Fmily：従来からのビデオ信号
環境と NDI ベース環境との橋渡しとなるカメ
ラマウント対応の NDI コンバータデバイスで
す。
Pro / USB Cpture Fmily：PCI また は USB 
インターフェースを介したビデオキャプチャ
用デバイス、ハードウェア上にプリプロセス処
理機能を搭載したコスト対効果に優れた製品
群を提供します。
□Teradek Cube
SRT 対応、ポータブルデバイス型のライブエ
ンコーダ・デコーダ： Teradek Cube 700 

シリーズは、世界最高水準のビデオ品質で何処
でも素早く IP ビデオを配備可能、カメラ上部
や三脚にマウント可能な性能を堅牢且つポー
タブルなシャーシに収めた、コンパクト且つパ
ワフルなライブエンコーダ & デコーダ製品で
す。
□ Metus
Metus MAM （メタス・マム）
Metus INGEST （メタス・インジェスト）
Metus Playe r（メタス・プレイヤー）
スケーラブルなメディア・アセットマネジメン
トシステムと、業務用フォーマットに対応した
インジェストソリューション。ユニバーサルな
メディアプレイヤーなどを提供します。
□ NewTek MediaDS
NDI 対応、リアルタイム・メディアエンコー
ディング & ライブストリームビデオ配信プ
ラットフォーム： MediaDS は、NewTek 社
で培われたライブプロダクションテクノロ
ジーと、パワフル、かつ実績のある Wowza 
Streaming Engine を統合したソリューショ
ンです。NDI ストリームの入力にも対応し、柔
軟なエンコーディング環境を提供します。
□ SelenioFlex™ File
ロジック分岐対応、File-to-File の ト ラ ン ス
コード自動化ソリューション： トランスコー
ディングとワークフロー機能をシームレスに
融合し、ポストプロダクション、アーカイブ、マ
ルチスクリーン配信といった用途向けに、高画
質かつ包括的なフォーマットをサポートする、
File-to-File メディア処理ソリューションで
す。
□ Videogram
機械学習と深層学習（AI 技術）によるコンテ
ンツディスカバリー・プラットフォーム： 既
存の動画チャンネルや配信サービスへシーム
レスに統合可能です。より魅力的な表現と演出
を提供し、動画配信ビジネスの収益化と効率化
を向上させます。
==========================
◆ビジュアル・グラフィックス◆

Autodesk Flameの特別プレゼンテ ー シ ョ
ン を 中 心 に、Adobe Premiere Pro の 最 新
機能の紹介や、トランスコーディング品質管
理QC、共有サーバ素材管理、HDR ｜HLG ソ
リューション、クラウド対応データ転送、CM

字幕制作などのコーナーを設けて各社製品を
紹介した。
4K HDR/HLG制作環境を実現するのに必要
な最新機器とそのシステム展示。 Edit Share
のスケールアウト型プロダクションストレー
ジサーバー「XStream EFS」やファイル管理
ツール「Flow」、メディアファイルの解析とビ
デオ・オーディオファイルの品質チェックを
オートメーション化する「Qscan」の最新バー
ジョンを展示し、注目を集めていた。
なお、「Autodesk Flame」 は、イメージを思
いのままにコントロールし、オンラインでの
編集、合成、カラーグレーディングを一台のシ
ステムでワークフローを完結させるフィニッ
シングツールであり、システムは安定性の高
い Linux OS で構成され、GPU、ビデオ I/O、
ストレージ、ネットワークがひとつのシステム
として高いパフォーマンスを発揮しているが、
Linux 以外にも MAC OS にも対応している。
また、2020 の以下のようにさらなる新機能
にて、3D コンポジティング、ビジュアル エ
フェクト、色補正、エディトリアル フィニッシ
ング用のツールが搭載された 3D VFX フィ
ニッシング ソフトウェアとなり、クリエイ
ティブな作業に必要なツールを取りそろえた
統合環境を提供する。
エフェクトの環境：グループ
視覚的に構成できる機能を利用して、フォーカ
スしたいショットをフィルタリングし、すばや
く比較や調整を行えます。
エフェクトの環境：レイアウト
ビューポート、ストーリーボード、メディア パ
ネル、タイムライン エフェクトのパイプライ
ン、マネージャーなどを設定してユーザー イ
ンターフェイスのレイアウトをカスタマイズ
し、これを簡単に作業環境に適用できます。 
3D/AOV：選択可能な 3D モーション ベク
トル モード
CG レンダリングや分析を行ったモーション 
ベクトルを、選択した 3D オブジェクトに直
接入力してマスクと組み合わせることで、エ
フェクトを選択的に適用します。
セマンティック キーヤーで空を抽出
ワンクリックで空を選択表示し、カラー補正や
合成を行います。雲を除去したり、空の背景に処
理を追加するなど、さまざまな処理を行えます。
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◆フォトロン◆

《業務効率化を実現する“制作ワークフロー”
を提案》をテーマに、従来の映像制作を効率的
に改善するための新しいワークフローを提案。
各作業に特化した製品やサービスの紹介だけ
でなく、ワークフローとしてシステムアップし
た場合のメリットや運用イメージの紹介を行
なった。
また、IP とSDI、クラウドとオンプレなど、そ
れぞれの制作によって最適なフォーマットを
選択いただけるよう、各製品コーナーではスペ
シャリストによる詳細説明を行なった。
8K/4K に対応した編集・グレーディングツー
ル、ライブ/ スマートプロダクションシステ
ム、リアルタイムグラフィックシステム、クラ
ウド編集やテロップツール、ストレージ、パッ
ケージング用トランスコードシステム、ファイ
ル転送サービス、働き方改革を訴求するモバイ
ル編集アプリなど、映像制作全体をカバーする
ソリューションを提案した。
また、フォトロンブースでは、以下のようなの
イベントを催した。
□ 8K/HDR シ ョ ー ト フ ィ ル ム『Three 
Trees』上映 《4K・8K・HDR ゾーン：Avid》
初お披露目となる8K/HDR ショートフィル
ム『Three Trees （制作：関西テレビ放送）』
を上映。Media Composer の実際のタイムラ
インの説明のほか、制作ワークフローを詳しく
紹介した。
□ テロップ制作システム「TFX-Artist」ユー
ザ ー 講 演《4K・8K・HDR ゾ ー ン：TFX-
Artist》会期中毎日、テロップ制作システム

「TFX-Artist」導入企業様による、特別講演を開
催。導入から運用・使い方まで、ユーザーならで
はの視点で、リアリティある実践的な講演を行
なった。また、TBS ブースにて、音声認識技術
を活用したテロップ制作を実機で紹介した。
●  TFX-Artist を3 年間使用して分かったこと
　ヌーベルアージュ株式会社 武者宏氏
●  もじこ× TFX ～AI 音声認識技術を活用し

たテロップ制作～　株式会社TBS テックス
　礒辺宏章氏

●  TFX-Artist を3 年間使用して分かったこと
　ヴェルト株式会社 橋本治氏

□ Boris FX 社 Sapphire/Mocha/BCC Ver. 
2020 新機能デモ《4K・8K・HDR ゾーン：
Avid》：Boris FX 社Ben Brownlee（ ベ ン・
ブラウンリー）氏によるSapphire/Mocha/
BCC バージョン2020 新機能の実演デモを
会期中毎日おこなった。パノラマ効果プレー
トを生成「Mega Plate」（Mocha） を始め、
新 エ フ ェ ク ト「Free Lens」（Sapphire）、

「Particle Illusion」（BCC）などを紹介。
□ EVS ユーザーミーティング2019：EVS
製品を使用しているユーザーを対象に、『EVS
ユーザーミーティング』を開催。
□ Avid User Meeting Party： こ こ で し
か聞けない『8K/HDR ショートフィルム

“Three Trees”制作秘話（関西テレビ放送株
式会社 矢野数馬氏）』、『ハリウッド映画“ゾ
ンビランド・ダブルタップ”編集秘話（エディ
ター Dirk Westervelt 氏）』の2 つのスペシャ
ルセッションを開催した。
□ クラウド制作フロー対応新サービス

「Pharos」プレゼン《AWS ブース》
「IMAGICA GROUP」コーナーにおいて、クラ
ウド制作フロー対応の新サービス「Pharos

（商標登録出願中）」を初お披露目。Pharos は、
完成原版などのメディアや資料等のデータ
を一括で管理し、活用する国産・自社開発の
Production Assitance Dashboard（PAD）
で、制作をアシストする。AI によるSpeech 
To Text やトランスコードサービス連携、
BeBop Cloud 編集等も出展した。
==========================

◆ブラックマジックデザイン◆

メインブースでは、先進の8K 対応製品 や、
新 し い 編 集 ス タ イ ル を 提 供 す るDaVinci 
Resolve 16.1 などバラエティ豊かな製品を
展示。また、今回DaVinci Resolve の実践ト
レーニングブースを新たに設置した。
メインブースの DaVinci Resolve シアター
では、ハリウッドの有名作品を手掛けるカラリ
ストをはじめ、国内にて第一線で活躍されて
れているカラリスト、ディレクター、撮影監督
をゲストに迎え、DaVinci Resolve 16.1 や
Pocket Cinema Camera 4K/6K の作品事
例をもとにデモンストレーション & トーク
セッションを行った。 最新のHDR 映像や映
画、コマーシャル、ミュージックビデオ、イン

スタレーション、V-log 作品など、多彩なアー
ティストと作品が揃う3 日間であった。本シ
アターでは、DaVinci Resolve 16.1 の最新情
報や明日から使えるTips セミナーも実施され
た。

一 方、今 回 新 た に 設 け ら れ たDaVinci 
Resolve の実践トレーニングブースでは、
DaVinci Resolve 認 定 ト レ ー ナ ー に よ る、
DaVinci Resolve のあらゆる側面をカバーす
る多数のクラスを開催した。

〜DaVinci Resolve シアターにて
行なわれたセッション〜

●  The Creative Color Grading：Walter 
Volpatto 氏／EFILM Digital Labratories

●  The Creative Color Grading：Ben 
Conkey ／Tokyo

VThe Creative Color Grading：Toshiki ／
Cutters Studios Tokyo

●  COMMERCIAL PHOTO コラボ企画 
Pocket Cinema Camera Works：菱川 
勢一氏／DRAWING AND MANUAL

●  COMMERCIAL PHOTO コラボ企画 
Pocket Cinema Camera Works：林 響
太朗氏／DRAWING AND MANUAL

●  COMMERCIAL PHOTO コラボ企画 
Pocket Cinema Camera Works：

藤代 雄一朗氏／DRAWING AND MANUAL
●  Shot with Blackmagic design 

Camera：上野 千蔵氏／NEON
●  ''Self expression'' is my origin. V-loger

によるDaVinci Resolve & Pocket 
Cinema Camera 4K：大川 優介氏／株式
会社TranSe

●  The Creative Color Grading HDR：金田 
大氏／ソニーPCL

●  FILM 撮影によるクリエイティブ Cintel 
Film Scanner & DaVinci Resolve によ
る16mm 制作：酒井洋一氏／HIGHLAND 
TOKYO, 大田徹也氏／Digital egg inc.

●  VFX アーティストによる明日から使える
FUSION tips：吉村 寛興氏／スタジオ吉庵

●  驚異の進化、編集の革命！ DaVinci 
Resolve 16.1 新機能紹介：岡野太郎／ブ
ラックマジックデザイン

JAVCOM 会員社 Inter BEE 2019 出展概要　(五十音順)
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◆朋　栄◆

本年も「FOR-A World of Possibilities ( 無限
の可能性に向けて)」をメインテーマとして継続し
ながら、ブース内を「トータルマネージメント」

「スイッチャー/ ルーティングスイッチャー」「プ
ロセッサー」「ファイルベース」「グラフィックス」

「スーパースローモーションカメラ」「輸入取扱製
品」の 7 つのエリアに分けて展示。12G-SDI/IP
製品、HDR 対応製品、グラフィックス関連製品な
どを組み合わせ、制作現場の省力化・自動化とい
うニーズに対応可能な製品/ ソリューションを出
展した。
□トータルマネージメント
12G-SDI/IP、グラフィックスなどの技術基盤を
活用し、信号分配や回線、ライブ制作、編集制作の
各環境の統合を実現。
● 総合管理制御ソフトウェア「SOM-100」：
ベースバンド、IP を意識することなく、各種機器
を統合制御可能。
● IP 対応マルチチャネルビデオサーバー「MBP-
1000VS-IP」：Video over IP で10 Gbps 映 像
入出力に対応。XAVC コーデックを最大2 系統搭
載可能な4K モデルと、MPEG-2 コーデックを最
大8 系統搭載可能なHD モデルをラインアップ。
● 映 像 圧 縮 コ ー デ ッ ク モ ジ ュ ー ル 「USF-
106TICO-12G」：TICO コーデックを使用して圧
縮/ 伸長を行い、4K UHD 映像を3G-SDI で伝送
可能。
● IP ゲートウェイモジュール「USF-10IP」シ
リ ー ズ： IP 規 格 のSMPTE ST 2022-6、ST 
2110 の相互変換が可能。SDI モデルでは、SDI
とIP の相互変換に対応。
□スイッチャー/ ルーティングスイッチャー
番組/ 報道制作に不可欠な各種12G-SDI 対応ス
イッチャーを展示。
●12G-SDI 対 応 ビ デ オ ス イ ッ チ ャ ー「HVS- 
6000/6000M」（新機能）：全入力が12G-SDI
に標準対応した2M/E ビデオスイッチャー。 3M/
E 構成に拡張可能。25GbE IP ポートを8 基備え
たIP 入出力カードオプションHVS-6000IP-8IO
も、新たに追加。
●12G-SDI 対応ビデオスイッチャー「HVS-
1200」： 12G - SDI に 対 応 し、4K U HD 1 0
入力・10 出力が可能。
●12G 対応ルーティングスイッチャー 「MFR-
6100」（NEW）：12G-SDI 入出力で、最大144
入力 x 144 出力のマトリクス構成が可能。入出
力は、それぞれ9 系統単位で拡張可能。CPU、電源
ともに冗長構成が可能。

□プロセッサー
12G-SDI/IP、グラフィックスなどの技術基盤を
活用し、信号分配や回線、ライブ制作、編集制作の
各環境の統合を実現。
●12G-SDI 対応シグナルプロセッサー「FA-
9600」（新機能）：標準でHD2 系統、オプショ
ン で4K+HD の 処 理 が 可 能。SR Live for HDR
に対応するほか、SFP+ オプションも登場。4K 
HDR ディスプレイの設定を連動させるVideo 
Payload ID 連動機能を搭載。
●12G-SDI/IP 対応信号発生器「ESG-4200」 
( 朋栄エレテックス製)：SMPTE ST 2022-6、
ST 2110 によるIP ストリームの出力に対応。
SDI 出力は2 系統出力に拡張でき、各系統ごとに
独立した制御、設定が可能。Video Payload ID 編
集機能も搭載。
●タイムラグチェッカー「EDD-5400」 ( 朋栄
エレテックス製)：Quad Link 3G-SDI、HD-SDI
の各信号フォーマットにおいて、映像、音声、音声
CH 間、映像と音声間の遅延、およびVANC 信号
と映像間の遅延を測定可能。オプションで12G- 
SDI に対応するほか、GNSS ( 衛星測位システム)
で遠隔地間の伝送遅延測定が可能。
●12G-SDI 対応フレームレートコンバーター

「FRC-9100」：4K/HD のアップ/ ダウン/ クロ
ス変換をサポート。オプションで12G-SDI に対
応。
●ユニバーサルシステムフレーム用 各種USF モ
ジュール製品：システム構築に欠かせない各種モ
ジュール製品を、12G-SDI 対応製品を中心に紹
介。
□ファイルベース
送出/ 収録に対応可能なビデオサーバー製品を
はじめ、字幕制作関連製品や簡易プレビュー用
のアップ/ ダウンコンバーターなどを展示。4K、
HDR、広色域など最新ワークフローに対応。
●12G-SDI 対応マルチチャネルビデオサーバー

「MBP-1000VS-12G」：コーデック搭載数に応
じた同時収録または同時再生が可能。エンコード
中の追いかけ再生にも対応。
● LTO-8 テープ対応LTO サーバー「LTS-80」； 
LTO-8 テープ( 最大記憶容量12TB ( 非圧縮時))
に対応。最大転送速度300MB/ 秒のLTO-8 ドラ
イブにより、4K 時代に求められる大容量のアー
カイブやバックアップをサポート。
● MXF字幕ソフトウェア (朋栄IBE製)：MXFラッ
パー/ プレーヤー/ プロキシトランスコーダーのほ
か、音声認識技術を活用した字幕制作支援機能、文
字起こし支援機能を展示。
● 4K フ レ ー ム レ ー ト コ ン バ ー タ ー「MCC-
4K-A」 [NEW]、4K ダウンコンバーター 「IF4K-
DNC」 、8K アップコンバーター「IF8K-UCN」 、
8K フレームシンクロナイザー「IF8K-FSCC」  
(InSync 社)：軽量でコンパクトなInSync 製コン
バーターを展示。4K/8K 制作時のプレビュー用
途に活躍
● 簡 易CG/ キ ャ ラ ク タ ー ジ ェ ネ レ ー タ ー 

「CG-Portable」 [NEW] (Brainstorm 社 製)：
Brainstorm によるライブCG を搭載したCG/

キャラクタージェネレーター。
● スケールアウト・プロダクションサーバー 
(EditShare 社｜VGI)：編集用共有ストレージと
して最適なEditShare 製EFS シリーズを展示。
□グラフィックス
テロップ製品や、フレキシブルなカメラ運用が可
能なバーチャルスタジオ製品など、グラフィック
スを活用する製品/ ソリューション
を展示。
●12G-SDI 対応キャラクタージェネレーター

「VWS-1000-12G」 ：12G-SDI に 対 応 し、4K 
UHD 利用時に1 系統送出、HD 利用時に2 系統
送出が可能なキャラクタージェネレーター。
● 12G-SDI 対 応 ス タ ン ド ア ロ ン 型 キ ャ ラ
ク タ ー ジ ェ ネ レ ー タ ー「EzV-300-12G」：
12G-SDI 対応モデルが加わりラインアップが
充実。シンプルな運用が可能な4K 対応キャラク
タージェネレーター。
● センサーレスバーチャルシステム「VRCAM 
-NX」： 最大4 台のバーチャルカメラを使用可
能。CG 描 画 エ ン ジ ン にBrain-storm eStudio 
Ver.15 を採用。Mo-Sys 社リアルタイムカメラ
トラッキングシステムStarTracker を併用して
のバーチャル運用を紹介するとともに、eStudio 
Ver.15 でUnreal Engine との連携( オプション)
を紹介。
□スーパースローモーションカメラ
B4 マウントを搭載した4K スーパースローモー
ションカメラをはじめ、HD 切り出し装置やフ
ラッシュ軽減装置などを展示。
● 12G-SDI 対 応 フ ル4K 高 速 度 カ メ ラ「FT-
ONE-SS4K」：2/3 インチイメージサークルに対
応し、フル4K で1000 フレームのハイスピード
撮影が可能。HDR/ 広色域にも対応。
● 4K →HD 切り出し装置「ZE-ONE」：
4K 映像から任意サイズの切り出しポイントを
HD コンテンツとして出力。指定オブジェクト
をリアルタイムに自動追尾するオブジェクトト
ラッキング機能を搭載。
● リアルタイムフラッシュコレクター「RFC-
ONE」： フラッシュ光による画面の明滅をリアル
タイムに補正し、自動的に軽減可能。
□そのほか各社輸入取扱製品を出展
==========================

◆三　友◆

ユーザーニーズに応える効率的なワークフロー
を実現する製品や撮影用ペリフェラル製品を出
展した。
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□ 撮影・中継用機材コーナー
● 最高峰シネマレンズ 『Leitz』：<NEW> 
LEITZ PRIME、<NEW>LEITZ ZOOM、
<NEW>THALIA-T、M 0.8、MACROLUX 
114,95 他
● 高品質シネマ用NDフィルター 『TRUE ND』：
4×5.65 0.3、0.6、0.9、1.2、1.5、1.8、2.1／
6.6×6.6 0.3、0.6、0.9、1.2、1.5、1.8、2.1
● DJI製品：プロフェッショナル向けド
ローン『INSPIRE2』、多機能ロボット

『ROBOMASTER S1』、アクションカム
『Osmo Action』
● 超小型放送用カメラ 『Dream CHIP ATOM 
one』：<NEW>ATOM one mini Waterproof、
<NEW>ATOM one 4K Waterproof 
housing、<NEW>Lenz Motor、ATOM one 
mini、ATOM one mini Air、ATOM one 4K
● あらゆる機材にタイムコードを『TENTACLE 
SYNC』：TENTACLE SYNC E
● 中継拠点を結ぶ4K・8K対応光伝送装置

『THUNDERS』：<NEW>THUNDERS mini、
<NEW>THUNDERS DWDM、THUNDERS 
CWDM
● 8Kコンテンツプレーヤー『Hyper CUBE』：
MHP-8000
□ 8K編集機材コーナー
● ハイエンドオンライン編集・カラー＆フィ
ニッシングシステム：<NEW> Grass Valley
　Rio 4K/8K
□その他機材コーナー
● オーディオ・ビデオIPモニタリングソ
リューション 『Wohler』：Multi-Channel 
Audio　- iAM Series -
● クロマキー不要のリアルタイムCG合成：

『Sony Edge Analytics Appliance』、REA- 
C1000
● VRカメラシステム 『KANDAO』：
Obsidian、QooCam
● プロフェッショナル機材ケース：

『PortaBrace』、『ORCA Bags』
==========================

◆リーダー電子◆

新製品であるLV5900 8K 対応波形モニ
ター、「ZEN シリーズ」に追加された4K-IP
(25G) モニター/ ジェネレーター、LT 4610
の8K 対応など、新製品の数々を出品した。

◇「LV5900」 8K 波形モニター：7680
(8192)×4320/59.94P Y.Cb.Cr 10bit の
8K 映像を12G-SDI QUAD LINK で受信する
SMPTE ST 2082-12 に対応。8K のみなら
ず、4K 入力やHD4 入力同時にも対応する。
◇「LT4610SER24」 8K オプション : LT
4610 にハードウェアオプション LT 4610
SER02 が実装されている場合に、12G-SDI
出力から8K パターンを出力する機能を追加
するオプション。
◇「LV5600-SER06/LV7600-SER06」
4K-IP 入力オプション ：10 G/25G のIP 入
力に対応するLV5600/LV 7600 用ハード
ウェアオプション｡ SMPTEST 2022-6/7、
SMPTE ST 2110-20/30/40 に 対 応 し、
4K のストリームもデコード可能。
◇「LV5600-SER32/LV7600-SER32」
4K-IP TSG オプション：IP テストパターン
信号発生機能に対応するLV5600/LV7600
用ライセンスオプション。4K、HD のテスト
パターンを発生可能です。また、IP パケットに
ジッターやエラーを付加して簡易的なストレ
ステストが可能。
◇「LV5600-SER30/LV7600-SER30」
ビデオノイズオプション：LV5600-SER30/
LV7600-SER30 は、入力されたSDI 信号の
輝度信号、またはRGB 信号に含まれるビデオ
ノイズを測定する機能を追加するLV5600/
LV7600 用ライセンスオプション。
◇「LF965」4K/8K 対応シグナルレベルメー
ター：日本国内における高度広帯域衛星デジタ
ル放送(4K/8K 放送)､ 衛星デジタル放送(2K 
放送)､ および地上波/ CATV デジタル放送に
対応したレベルメーター。従来の衛星､ 地上波
､CATV デジタル放送はもちろん､ 高度広帯域
衛星デジタル放送のレベル､BER､MER､C/N､
コンスタレーション測定が可能。
◇「ZEN シリーズ」LV5600/LV5300/LV 
5350 波形モニター、LV7600/LV7300 ラ
スタライザー：4K/HD/SD-SDI 信号および
HD/SD のIP 信号に対応したハイブリッドタ
イプの波形モニター/ ラスタライザー。
◇「LT4610」シンクジェネレーター：トリプ
ルレートSDI(3G-SDI/HD-SDI/SD-SDI) 信
号発生も可能な同期信号発生器です。電源ユ
ニットを2 個内蔵し、万一の電源故障に際して
電源の二重化冗長運転を行うことが可能。
◇「TAGC PHABRIX」IP2110 対応ポータ
ブル波形モニター：SFP 光IP 及びHD-SDI 入
出力に対応した波形モニター。
◇「VB440」IP PROBE：40 ギ ガ ビ ッ トIP
プローブは、ST2110 およびST2022-6 で
定義されているコア放送ネットワーク、プロダ
クションスタジオなどの監視及び分析が可能。

◆ローランド◆

自社ブース及び「INTER BEE EXPERIENCE 
X-Microphone」のコーナーの双方に出展。

−自社ブースでの出展製品−
◇4K HDR マルチフォーマットスイッチャ

「V- 600UHD」：放送や映像制作と同じよう
に、イベントやプレゼンテーションなどの演
出も4K 化が進んでいる。一方で、クライアン
トや演出者からは従来の HD 機材の対応も同
時に求められている。V-600UHD はそうし
た現場のニーズに合わせ、従来の HD 環境を
段階的に 4K に対応させることが可能。全て
の入出力端子にローランド独自の「ULTRA 
SCALER」を搭載。 この機能によりフル HD 
と 4K の異なる映像を同時に扱えるだけでな
く、4K と HD 映像も同時に出力できるので、
従来の HD ワークフローの中に4K 映像を取
り込める。
◇ユーザーのフィードバックを受け進化した 

「VR-50HD MK II」：ライブ配信、イベント、
企業や学校内のスタジオなど多くのシーンで
使用されているオールイン・ワンAV ミキサー

「VR-50HD」が、ユーザーのフィードバックを
受けMK2 に進化した。1 人で簡単に操作がで
きるコンセプトはそのままに、操作性を更に向
上させたビデオ・スイッチャー、音質と機能を
全面的にブラッシュ・アップしたオーディオ・
ミキサー、好評のタッチパネル・モニター、パ
ソコンと簡単に接続ができるUSB3.0 端子な
どを備え、 映像・音声コンテンツ制作に幅広い
活用が可能。
−INTER BEE EXPERIENCE X-Microphone

−コーナ−での出展製品
Aston Microphones 社のマイクロフォンを
展示。「Origin」「Spirit」に加え、ブロードキャ
スト品質を実現した、全く新しいコンセプトの
ダイナミック・マイク「Stealth」を展示。
マルチ・ボイス・ダイナミック・マイクロフォ
ンの「Stealth」は、ボーカル録音から楽器の
録音まで幅広い用途に対応可能なマルチボイ
ス・パターン、単体でゲインブースト可能な
ファンタム電源で駆動する高性能なClassA
マイク・プリアンプ内蔵、ソルボセイン素材を
使用することでさらに進化した内蔵ショック・
マウントなど、放送業界で通用する品質を全く
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■■■第269回運営会議■■■
　
　　日　時：令和１年11月 27日（水）　
　　　　	　　　18：00〜19：00
　　場　所：一番町集会室 洋室Ａ
　   出席者：20名

議　　題

１．会員動向（梶事務局長）
　今回無し

２．協会催事進捗報告（各担当責任者）　
⑴InterBEE2019　結果報告（塩原委員長）
⑵忘年の集い2019　進捗状況（新井理事）
　日 時：2019年12月11日(水) 

18：00～20：00
　場 所：渋谷セルリアンタワー東急B2F朝霧
⑶新春セミナー＆賀詞交換会(高瀬副理事長)
　日 時：2020年１月28日(火)

16：00～20：00
　場 所：青学会館アイビーホール（アロン・

ナルド）
⑷第158回 有料セミナー　進捗状況（関野ニ

ュービジネス研究委員長）
⑸役員選挙準備　選挙管理委員会設立（森澤

常任幹事長）
⑹通常総会　進捗状況（寺林副理事長）

３．各委員会報告
■広報出版委員会（塩原委員長）
◇活動報告
⑴第６回目　InterBEE 2019 JAVCOMブ

ース 最終打合せ
　日 時：11月6日（水）18：00～
　場 所：共信コミュニケーションズ株式会社
　　　　大崎
　出席者：大竹理事長以下７名
　議 題：
　①InterBEE2019　JAVCOMブースで内

での映像
　②展示ポスター内容確認
　③ノベルティの最終確認
　④会員展示ブース内に協会案内印刷物の検討
　⑤InterBEE ツアー（学生対象）企画 人数確認
　⑥幕張メッセでの搬入・設置・搬出について

⑵JAVCOM ホームページの改善について
　日 時：11月11日(月)
　場 所：日本電子専門学校にて改善案の打

合せ議事録
　参加者：高瀬、田村、松村
　　　　 日本電子専門学校：小山内・関根先生、
　　　　　　　　　　　　　須永・真田SE
　議 題：
　①フォームの確認
　②11/30までに新サーバー（ロリポップ）

にアップしPC上で確認、修正点の洗い
出し

　③今後の予定
　　次回12月16日(月)16:00日本電子専門

学校にて最終打ちあわせ
　   1月中に新サーバーにて新バージョンで
　　運用開始
　旧サーバー契約は1月末で解約予定
⑶JAVCOM NEWS 136 発行（11月末日予定）
　①第156回セミナー　“最先端技術で、見

えないものが見えてくる!!”
　②特別企画　株式会社キュー・テック30 

周年を迎えて
　③技術研究委員会　7月度勉強会勉強会& 

定例会　“環境スペース勉強会”
　　失敗しない防音室の作り方
　④JAVCOM運営会議便り

■ニュービジネス研究委員会 （関野委員長）
◇活動報告
⑴10月勉強会
　日 時：令和１年10月28日（月） 16：00～　
　場 所：共信コミュニケーションズ ４階 会議室
　議 題：ＮＨＫ技研 スマートプロダクショ

ン研究部の講師による「AI技術による番
組制作支援と視聴者へのサービス展開
～スマートプロダクション」

　出席者：28名
⑵第82回ニュービジネス委員会定例会
　日 時：令和１年11月20日 (水)　19：00～

（日時調整中）
　場 所：東洋レコーディング(株) 3F会議室
　議 題：No.158有料セミナーの講演内容提

案～決定
　　　  テーマはeスポーツについて

Eスポーツ連合、サードウェーブ、コナ
ミ、テレビ朝日などに講演の交渉開始

◇活動予定
⑴No.158有料セミナーに向けた活動【随時】

※下記は12月中実施項目
	 ①開催日確定（３月１１日前後で調整中）
	 ②セミナー計画書（スケジュール、収支計

画の策定など）
	 ③講演内容の概要決定、登壇者確定
	 ④後援団体承諾依頼資料の作成
⑵第83回ニュービジネス委員会定例会＆忘

年会
　日 時：令和１年12月18日(水)又は23日(月) 
　　　※ 調整中　18：00～
　場 所：しゃぶしゃぶ鉢の木（予定）
　議 題：No.158有料セミナー進捗報告など

■技術研究委員会（新井委員長）
◇活動報告
⑴第237回定例会＆11月度勉強会
　日 時：2019年11月７日　15：20～17：30
　場 所：フジテレビ　新マスター 
　内 容：フジテレビジョン 新マスター/イン

ジェストセンター見学会
　参加者：33名
◇活動予定
⑴ＪＤＳＦ合同セミナー　打合せ
　日 時：2019年11月28日  16：00～17：00
　場 所：三友株式会社

■ソフト制作研究委員会（吉田委員長）
◇活動報告
⑴InterBEE 2019 JAVCOMブース出展
　①10/24（木）出展打合せ
　　場 所：共信C様・大崎
　②11/06（水）出展打合せ
　　場 所：共信C様・大崎
　③11/13（水）「InterBEE2019企業ブース
　　見学＆説明ツアー」実施
　　参加学生 ⇒ 25名（東放学園1年生のみ）
　　音響系：13名（HIBINO ⇒ YAMAHA ⇒ 

Roland）
　　映像系：12名（SONY ⇒ Blackmagic 

Design）
　　反省点：学生申し込みは、学校宛とする
⑵10月勉強会開催。
　≪モーションキャプチャースタジオ見学会≫

㈱ダイナモピクチャーズ
　場 所：㈱ダイナモピクチャーズ本社
　所在地：東京都千代田区神田淡路町2-21
　　　　 淡路町MHビル
　日 時：2019 年 10 月 29 日(火) 

16:30～18:00  その後懇親会開催

JAVCOM 運営会議便り

新しいコンセプトで実現したダイナミック・
マイク。
Aston Stealth：ブロードキャスト品質を実
現した、全く新しいコンセプトのダイナミッ
ク・マイク。多くのアーティスト、エンジニア
より好評頂いているAston Microphones の
マイクに新しいラインアップが登場。ボーカ
ル録音から楽器の録音まで幅広い用途に対応
可能なマルチボイス・パターン、単体でゲイン
ブースト可能なファンタム電源で駆動する高
性能なClassA マイク・プリアンプ内蔵、ソル
ボセイン素材を使用することでさらに進化し

た内蔵ショック・マウントなど、放送業界で通
用する品質を全く新しいコンセプトで実現し
たダイナミック・マイク。
Aston Spirit：「高音質」「堅牢性」「美しいデザ
イン」を実現し、指向性を変更可能な録音用コ
ンデンサーマイク。
英国生まれのAston Microphones 社。従来
の開発工程を一から見直し、従来のコンデン
サーマイクの常識を覆す「高音質」「堅牢性」

「美しいデザイン」を実現。指向性を変えること
ができるAston Spirit はボーカル録音はもち
ろん、アコースティックギターやドラムなどの

幅広い楽器、さらにはオーケストラの録音まで
オールレンジに対応することができる。
Aston Origin：「高音質」「堅牢性」「美しいデ
ザイン」を実現し、指向性を変更可能な録音
用コンデンサーマイク。英国生まれのAston 
Microphones 社。従来の開発工程を一から見
直し、従来のコンデンサーマイクの常識を覆す

「高音質」「堅牢性」「美しいデザイン」を実現。単
一指向性のAston Origin はボーカル録音は
もちろん、アコースティックギターやドラムな
ど、幅広い楽器の録音に対応することができ
る。

▶P.13 より
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　勉強会参加者：11名
　懇親会参加者：8名（講師含む）
◇活動予定
⑴12月勉強会（日程等調整中）
　テアトル･エコー公演 158「IS HE DEAD(

イズヒーデッド)？～画家ミレーの知られ
ざる秘密!?～」観劇会

　日 時：2019年12月5日(木)～17日(火)
⑵調整中の勉強会
　①「障がい者雇用セミナー」  ②「空間演出」

③「スタジオ・エコー“アフレコ現場”見学」
他

４．第197回常任幹事会報告（森澤常任幹事長） 
　日 時：令和１年11月27日（木）
　　　  16：30～17：30
　場 所：一番町集会室　洋室A
　議 題：⑴協会催事
	 ①InterBEE2019　結果報告
	 ②JAVCOM忘年の集い2019　進捗状況
	 ③新春セミナー＆賀詞交換会　進捗状況
	 ④第157回有料セミナー　　　進捗状況
　⑤通常総会準備状況  選挙管理委員会設立
⑵各委員会報告
⑶10月度収支報告
⑷その他　事務局報告
　次回第198回常任幹事会
　日 時：12月19日（木）16：30～17：30
　場 所：麹町区民館　洋室Ｃ
５．その他　（事務局・寺林運営委員長）
事務局
⑴予定
　12/11(木)　忘年の集い
　01/25(土)　第69回JAVCOMクラシック

開催
　寺林運営委員長
⑴運営会議提起事項
①第264回運営会議提起事項状況報告及び

検討実施再確認
　J-NEWS内会員各社紹介ページ原稿フォ

ーマット決定
　広報出版委員会の準備出来次第、毎回２社

掲載

次回常任幹事会
12月19日（火）16：30〜 麹町区民館 洋室C
 １月22日（水）16：30〜 麹町区民館 洋室C予定

次回運営会議
12月19日（火）18：00〜 麹町区民館 洋室C
１月22日（水）18：00〜 麹町区民館 洋室C予定

■■■第270回運営会議■■■

　　日 時:令和１年12月19日(木)　
18:00〜19:00

　　場 所 :麹町区民館 洋室C
　　出席者：15名

議　　題

１．会員動向（梶事務局長）
　　今回なし

２．協会催事進捗報告（各担当責任者）
⑴JAVCOM忘年会の集い2019
　報告（新井理事）
　2019年12月11日（水）

セルリアンタワー東急ホテル
　参加申込　69名
　参  加  者　69名
⑵新春セミナー＆賀詞交換会
　進捗状況（梶事務局長）
⑶第158回　有料セミナー
　進捗状況（関野委員長）
⑷通常総会準備状況（梶事務局長）
⑸選挙管理委員会設立
　計画予定表（森澤常任幹事長）

３．各委員会報告
■広報出版委員会（金指副委員長）
◇活動報告
⑴ JAVCOM NEWS 関係
　次号JAVCOM NEWS は2020年１月15

日に137号を発行予定
　①新年の挨拶（大竹理事長）
　②JAVCOM InterBEE2019に出展
　③会員社InterBEE2019 出展概要
　④JAVCOM2019忘年の集い　
　⑤ソフト制作研究委員会　10月度 勉強会
　モーションキャプチャースタジオ見学会
　⑥運営会議だより
　⑦新連載として会員紹介ページを設ける

（麻布プラザ・アスク）
⑵ホームページリニューアル関係
　①ロリポップサーバーの仮契約（田村理事）
　②12月初旬にトップページ用の動画が完成
　③12月16日に日本電子専門学校にて打合せ

■ニュービジネス研究委員会 （関野委員長）
◇活動報告
⑴No.158有料セミナーに向けた活動
　①開催日を３月17日(火)にて決定
　　富士フイルム西麻布ホールを13:00より

予約
　②サードウェーブ様との打合せ
　　登壇の依頼及び日本eスポーツ連合様へ

のコンタクト依頼
　③コナミデジタルエンタテイメント様、テ

レビ朝日様へのコンタクト依頼

◇活動予定
⑴No.158有料セミナーに向けた活動【随時】
　①セミナー計画書（スケジュール、収支計

画の策定など）
　②講演内容の概要決定
　③後援団体承諾依頼資料の作成
⑵第83回ニュービジネス委員会定例会＆忘年会
　日 時：令和１年12月23日(月) 18：00～
　場 所：しゃぶしゃぶ鉢の木（予定）
　議 題：No.158有料セミナー進捗報告など
⑶ニュービジネス研究委員会主催ゴルフコ

ンペ／第14回NBC Cup
　日 時：令和２年 ２月 ８日 (土) 
　場 所：真名カントリークラブ ゲイリー・プ

レイヤーコース(GPコース)

■技術研究委員会　（新井委員長）
◇活動報告
⑴ＪＤＳＦ打合せ
　日 時：2019年11月28日　16:00〜17:00
　場 所：三友株式会社　10F
　内 容：ＪＤＳＦ合同セミナー打合せ
　参加者：JDSF　3名　JAVCOM　1名

◇活動予定
⑴ＪＤＳＦ打合せ　４班担当
　日 時：2020年2月25日の週に実施予定
　内 容：5Gに関する政策の最新動向
　場 所：未定

■ソフト制作研究委員会 （金指広報副委員長）
◇活動報告
⑴定例会開催
　日 時：2019年12月10日（火）　
　内 容：今後の勉強会についてブレスト
　参加者：６名（吉田、佐藤、村松、竹治、須藤、

金丸）
◇活動予定
⑴定例会開催
　日 時：2020年１月15日（水）
　場 所：スタジオ・エコー（仮）
⑵調整中の勉強会
　①障害者雇用
　②3Dリアリタイムグラフィック
　③アフレコスタジオ見学（エコー様）
　④ビデオグラファー

４．第198回常任幹事会報告（森澤常任幹事長） 
　日 時：令和1年12月19日（木）

16：30～17：30
　場 所：麹町区民館　洋室Ｃ
　議 題：

⑴協会催事
①JAVCOM忘年の集い2019　結果報告
②新春セミナー＆賀詞交換会　進捗状況
③第158回有料セミナー　進捗状況
④通常総会準備状況 選挙管理委員会設立
　計画予定表
⑵各委員会報告　
⑶11月度収支報告
⑷その他　事務局報告

　次回第199回常任幹事会
　日 時：令和2年1月22日（水）16：30～17：30
　場 所：麹町区民館　洋室Ｃ

５．その他　（事務局・寺林運営委員長）
事務局（梶事務局長）

12/27(金)　事務局仕事納め
01/06(月)　事務局仕事始め
01/25(土)　第69回JAVCOMクラシッ
ク
01/28(火)　第157回新春セミナー＆賀詞
交換会

　03/17(火)　第158回有料セミナー

寺林運営委員長
　⑴運営会議提起事項
　　第269回運営会議提起事項状況報告及

び検討実施再確認

次回常任幹事会
令和２年１月22日（水）16：30～

　麹町区民館　洋室Ｃ
2月18日（火）16：30～

　麹町区民館　洋室Ｃ予定
次回運営会議
令和２年１月22日（水）18：00～

麹町区民館　洋室Ｃ
2月18日（火）18：00～

　麹町区民館　洋室Ｃ予定
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ゆく年、くる年

『JAVCOM 2019 忘年の集い』

阿部正吉さん 二口善乃さん 金丸幹夫さん 梶 光年 
事務局長

新入会員紹介
梅田智史さん

新入会員紹介
新 谷  収 さん

閉会あいさつ
高瀬義美さん

「正調」中締め
阿部 正吉さん

開催あいさつ
大竹 和夫 理事長

小室哲也さん& 佐藤公彦さんの
名コンビによる司会進行

平成から令和になった１年間の苦労を労
ねぎら

い

2020 オリンピックイヤーに向けて

鋭気をやしなう忘年の集いとなりました

　「JAVCOM 2019 年忘年の集い」 は、2019 年 12 月 11 日（水）、18:00 より、渋谷セルリアン

タワー東急ホテルの B 2 F の宴会場「朝霧」 で盛大に行われました。

　令和に元号が変わった今年は、昨年に続き渋谷のセルリアンタワー東急ホテルに場所を移して

行われました。

　また、恒例のプレゼント交換会と美味しいお料理に大いに盛り上がり、ビール、選ばれたワインや

お持ち込みのワイン、日本酒などのフリードリンクに会話もはずみ、年末の忙しい時も忘れて存分に

楽しむことができました。

　JAVCOM 会員のコミュニケーション交流の場として、ワイワイ・ガヤガヤと楽しい集いで、ウ

キウキ・ドキドキのプレゼント交換大抽選会も引き続き開催されました。

　先輩たちが創り上げてきた「おもしろい」JAVCOM を引き継いでの忘年の集いに、参加者は

皆、笑顔・笑顔で「JAVCOM2019 忘年の集い」で楽しい時間を過ごしました。　


